
命に関わる船舶内の映像配信を
10年にわたり支え続ける
サードウェーブの「AVシステム」

エーアイエス・ライブ・ジャパン（以下、AIS Live Japan）は、サードウェーブの「AVシステム」を利用し、船舶向けにレーダーや
海図システムなどの各種映像を船内各所に配信する仕組みを提供している。AIS Live Japan 職務執行者 小川兼司氏に話を
聞いた。

船内の様々な規格のディスプレイを接続し映像を映したいが、設定と確認作業が困難。さらに、船舶は
電圧が不安定で振動もあるためAVシステムには高い堅牢性が必須

サードウェーブがお客様の要望に沿ったシステムを提案。ほとんどの機器が接続可能、
かつ故障が少なく堅牢な「AVシステム」を提供
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有限責任事業組合エーアイエス・ライブ・ジャパン 様
住 所：山口県熊毛郡上関町大字長島4730　  設 立：2007年

山口県の海運業 昌宝汽船有限会社と東京都目黒区のソフトウエア
開発会社 有限会社ピーシースタジオアルファによる有限責任事業
組合。一定規模以上の船舶に設置が義務付けられているAIS
（自動船舶識別装置）を利用した船舶動静監視サービスや、船舶用
ナビゲーションソフト「アルファマップ」を提供。船舶内のAVシステム
構築も請け負う。
http://ais-live.jp

お客様紹介
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有限責任事業組合エーアイエス・ライブ・ジャパン
職務執行者
小川 兼司 氏

船舶のAVシステムやネットワークの構築・設置
のほとんどを、小川氏が一人で担っている。



船内各所に設置された様々な機器を接続しての映像配信は
非常に手間がかかり困難であった

AIS Live Japanは、船舶向けにレーダーや海図システム、カメラ映像の
ためのハードウエア/ソフトウエア、それらを操舵室や船室などで見る
ためのAVシステム、ネットワークなどを構築、提供している。安全な
航行のため、操舵室やエンジン室など船内要所を確認できる映像が
不可欠となっており、そのためのシステムが求められている。

AIS Live Japanはこれらを既存の船舶に設置することがあり、その際に
大きな課題があった。既存の船舶は既に様々な時期の多様な機器が
設置されており、それらをつなげて映像を配信するのは非常に手間が
かかり困難だったのだ。小川氏は、「船内各所に映像を配信するシス
テムでは、送信元のハードウエアと配信先のディスプレイが離れて
います。そのため、送信元で設定して配信先で確認。映らないと戻って
設定をやり直すといった作業が必要で、非常に大変でした。もっと
スマートにできないかと検討を始めました」と語る。

エンジニアの質の高い対応・提案力を評価し
サードウェーブのAVシステムを採用。
多様な仕様に適合し堅牢性の高いシステムを実現

このような課題を解決すべく、10年ほど前、サードウェーブに相談。
その結果、要件を満たす、様々な機器が接続可能なAVシステムを提案
された。小川氏は、「機器も良かったのですが、なにより相談したエン
ジニアが優秀でした。ほとんどの機器が接続可能なAVシステムができ
ました」と評価している。以来、システムを構築する際は、サードウェーブ
の「AVシステム」を利用するようになった。

その後、規格の標準化が進み、同様のAVシステムがより安価に入手
可能になった。顧客からのコストダウン要求もあり、一度他社の
安価なAVシステムを使ってみたが、問題があった。船舶は電圧が
不安定になりがちで、振動もあり精密エレクトロニクス製品には
過酷な環境だ。そのため、安価な製品では故障が増大。結局これ
まで通り、サードウェーブのAVシステムを利用することとなり、現在
（2022年2月）まで変わらず使い続けている。

船舶で稼働するAVシステムは、船員の命にも関わるため安定運用が
極めて重要だ。小川氏は、「船員の命にも関わる船舶のAVシステムは、

安定運用が極めて重要です。サードウェーブの製品は丈夫で故障が
少ない。その実績と信頼を評価し、使い続けています」と語る。現在、
AIS Live Japanが構築するAVシステムは、HDMI分配器「CPRO-2E/4E/8E」
とエクステンダーの「CH-507TX/RX」を利用している。

船舶は発注から完成まで、通常2～3年かかる。AIS Live Japanは発注
段階から関わり、完成の1か月前頃までに仕様を決定。1か月ほどで
システムを構築する。小川氏の悩みの種は、スパンが長いため完成時
の技術動向が明確でないことだ。「仕様は直前に決めるようにして
います。ただ、そのため発注のタイミングが難しい。必要な時に欠品に
ならないよう、なるべく在庫を切らさないようにしています」（小川氏）。

AIS Live Japanは、船舶内の各種映像システムとそれらの映像を船内
各所に配信するAVシステムを通して船舶の安全な航行を支えていく。
最後に小川氏は、「これからも現場がより安全になるシステムを提供し
ていきます」と語った。

船員の命にも関わる船舶のAVシステムなので、
丈夫で故障が少ないサードウェーブの製品を使い続けています。

お取扱い販売店株式会社サードウェーブ
法人事業統括本部

（受付時間：平日9:00～18:00）

sales_hq@twave.co.jp
03-3256-2532

03-5294-2041

ご相談・ご注文窓口

CPRO-2E/4E/8E CH-507TX/RX
HDMI信号を液晶テレビ
などに分配して表示。
1入力2/4/8出力。HDCP
準拠。3D対応。2K/4K
映像に対応。

HDMI・RS-232C・IRエクステ
ンダー。CH-507TXが送信機、
RXが受信機。最大100m延長
可能。2K/4K映像に対応。
受信機はバスパワー稼働。

導入機器

ドスパラプラスは
株式会社サードウェーブの
法人様向けサービスブランドです

法人様専用
お問い合わせ

操舵室のモニターの下に格納された延長元となるHDMIエクステンダー。この操舵室から
各船員室などに海図や船外カメラなどの映像が伝送される。

操舵室の階下にある、映像の延長先となる船員室。延長先からもリモコン操作で映像の
切り替えが可能だ。


